



― 高等学校数学科における「中心概念」に着目して ― 
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  ・総合コースの採用 
  ・ 2 つのコース案の作成 
  ・科目の編成と調整 
 ②教育目標の形成 
  ・必修の目的の検討 
  ・必修・選択の目標の検討 
  ・教科・科目の目標の検討 
  ・教科・科目の目標の再検討 
 ③必修・選択の内容の形成－数学的内容－ 
  ・必修の内容の検討 
  ・必修・選択の内容の検討 
  ・選択の内容の再検討 
  ・必修・選択の内容の検討の調整 
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 ④必修・選択の内容の形成－数学的方法－ 
  ・方法論的内容の検討 
  ・中心概念の検討 
  ・中心概念の拡張 












の 4 つの段階に分かれる。 





























第 3 及び第 4 の教科・科目の目標の検討，
































るかは自由にする」 ( 長崎 (2013b),p.139)  





















第 4 の中心概念の再検討の段階 ( 第64回
~68 回会合 ) では，中心概念の位置付けを内
容とは離れたものとし，それまでの中心概念
が再検討されて，構造的には，代数，幾何の








科目の目標及び「中心概念」を図 2 ， 3 とし
て表記する。 
 
図 2 ：「高等学校学習指導要領数学科編 昭
和31年度改訂版」の「数学Ⅰの目標」（長崎，
2013b ， p.225 ） 
 





び内容」に次のような表記がある。 「（ 2 ）
代数的内容および幾何的内容は，目標 1 ， 2 ，
3 ， 4 等につらなるものであり，中心概念は，






































b  概念・法則などを拡張すること 
















d  対応関係・依存関係をとらえること 






























f  解析的方法と図形的方法の関連 





















































































































































3.5.  平成10年 
平成10年度学習指導要領について見ていく 
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